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　一
年以上 VPA 投与を行 っ た 小 児 て ん か ん 140例 に つ

い て 血 色 素，白 血 球数，血 小板数，血 清GOT ，GPT ，

LDH ，ALP ，7GTP ，IAP ，（JHE ，Ca ，P ，Ammon 　i　a ．Amylase

及び VPA 血 中濃度並び に 臨床的副作 用 を検討 し，併せ

て VPA 副作 用 の 文献的考察を行 う。＜自験例＞ VPA 単

剤投与例 124 例 ，多剤併用 例26例の うち臨床的 副 作用

は 23例 に み られ た 。 体 重 増加 6 例，消化器症状 11 例，

発疹 2 例，眠気 2 例 ．脱 毛 1例 ，鼻出血 1例 で い ずれ も単

剤投与例 で あ っ た
。
眠 気 ，鼻 出 血，消化 器 症状 の 内 5 例

の 症状 は一
過性 又 は 剤型 変更や 減量 で 消失 した 。 残 り

18例 は 投与中止 で 消失 した
。

副 作 用 発 現 群 の 平均 投 与

量及び血中濃度 は 副作用非発現群の 平均 〔25．3  留 ，

101．1μ9／砌 との 間 に 有為差を認 め なか っ た 。 又，その 検

査 値 は，発疹 1例，下痢 1例 で LDH 軽度高値を示 した以外

正 常範 囲 で あ っ た 。 検査値 の 異常 は 投与継続 した 122 例

中 19例 （単 剤 9例 ，多 剤 10 例 ）に 認 め た。単剤例 の うち

2 例は 乳児で 投与開始前よ り，Gα L　LDH 軽度高値を示

し，投与 に よ り変化 をみ な か っ た
。
そ の 他の 7例 は LDH

軽度 上 昇を示 した 。 （異常値 に は 至 らない がH ）H 正 常 上

限まで 上 昇を示 す例を 7 例認 め た 。 ）検査値異常者群 の

投与量 及 び 血 中濃度は 検査値正常者群 との 間 に有為差

を認めなか っ た 。 多剤併用 例 で は ，LDH 軽度高値 3例，

7GTP 軽度高値 2例 （うち時 に 血 小板減少 1例 ）GOT ，GPT ，

LDH ，　rGTP 軽度高値　5例 （うち ammn 　i　a 軽度高値 1

例 ，ammonia 軽度高値，時 に 白 血 球，血 小板軽度減少1

例 ）を認めた 。 平均投与量 は検査値 正 常者群 に 比 し有

為差を認 め な い が 血中濃度 は 522 μ9／ne で 低値 を示 し

た 。
GαLGpr ，LDH ，π｝TP の 異常例 は 全例 DPH 又 は PB

併用例，ammonia 上 昇例 は 全例 DPH 併用例 で あ り ， 血

小板滅少例 はDPH ＋ PB 又 は DPH ＋ GBZ 併用 例 で あ る。

　今 回 の 統計に は 含 ま れ な い が ，VPA 単剤投与中 に 閉

塞性黄疽，血 清 amylase 上昇を
一

過性 に示 した
一

例及

びVPA 散 剤投与 で 褐色色素斑 が多発した
一

例 も併せ て

紹介す る 。

　抗 て ん か ん 薬長期服 用 患者 の 血清 GOT や GPT 値

に つ い て の 検討は 、す で に 数多 くな され て い る が、

GOT と GPT と の 比 に っ い て は こ れ まで ほ とん ど検

討 され て い な い 。わ れ わ れ は 抗 て ん か ん薬長期服用時

の 血 清 GOT ／GPT 比 を 検 討 した の で、結果 を報告す る 。

　対象 と方 法 ：対象は 、当 科外来に通 院し、抗 て ん か

ん 薬 を 1 年 以 上 に わ た り規 則 的 に 服 用 し て い る て ん か

ん 患 者76名 （男子 46名、女子 30名 ）で 、対照群 は精神

安定 剤 を 1 年 以 上 服 用 して い る患者76名 と した 。HB

抗原陽性者 や 大 酒 冢 は、対象か ら除外 し た。

　結果 ： GOT ／ GPT 〈 1 と な る もの が、抗 て ん か ん

薬服 用 群 （AED 群 ）で は 38例 （50 ％ ）で あ っ た の に 対

し、 対照群 で は 14例 （18，4％ ）と少 な く、両群 に は有

意 差 が 認 め られ た （P 〈 0，001 ）。 AED 群 で GOT が

異常高値 を示 し た もの は 2 例 の み で あ g た が、 GPT

は 12例 で 高値 を 示 し、そ の う ち11例 で は GOT ／ GPT

〈 1 で あ っ た 。こ の GOT 、GPT 値が 異常 を呈 した も

の を継時的 に 検討 す る と、両値 と もに 正 常 で あ る時期

もあ っ た が 、そ の 場 合 で も GOT ／ GPT ぐ 1 で あ る こ

とが ほ とん ど で あ っ た 。

　 抗 て ん か ん 薬 の 種類 と の 関運 で は 、服薬内容 に

phenytoin （PHT ）を含 む 群 で GOT ／GPT 〈 1 と

な る 頻度 が 有 意 に 高 か っ た （P ＜ 0，001 ）。GPT 異常

を呈 し た 12例中 11例 も、 PHT を服用 して い る群で あ っ た 。

　 考察 ：正 常 で は GOT ／GPT ＞ 1 と さ れ て い る 。 事

実、対照群 の 多 く （81．6％ ）は こ の 条件 を満足す る が 、

AED 群の 半数 で は GOT ／GPT 〈 1 を示 して お り、

異常 と い え る。そ し て GOT ／GPT 〈 1 とな る頻度 は

対照群 に 比 し AED 群 で 有意 に高 い 。　 AED 群 で GOT

や GPT が 異常高値 を 示 した 例 を継時的 に 検討 し た 結

果か ら うか が え る よ うに 、抗 て ん か ん 薬（こ とに PHT ）

の 長期服 用 下 で は 、血 清 GOT 、GPT 値 が 正 常範 囲に

あ る場 合 で も、GOT ／GPT く 1 で あ る 場合 は、将来

肝機能異 常 を示す可能性 が あ り、よ り慎重 な 経過観察

が 必要 と思 わ れ る。
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